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 [授業の概要・目的]
  心理臨床の実践に基づき，事例研究および調査研究などの手法を用いて，各自の研究課題を探究
していく。またそのために必要な知識・態度を習得する。ここで学んだ事柄は，修士課程の学生で
は修士論文に，博士後期課程の学生では博士論文に結実していくことが期待される。

 [到達目標]
　臨床実践を積む中で自ら課題を見つけ出し、それについて学問的裏付けを用いながら研究へと結
実させることを目指す。
　加えて、その研究を実践に生かしていけるような「臨床の知」を身につける。

 [授業計画と内容]
受講者は各自で研究計画および課題設定をおこない，それを年間を通して探究していく。基本的に
は能動的学習法をとり，受講者が自らの力で研究に必要な情報を収集しまとめあげていく。そのた
めに，教員が必要に応じて，必要な研究リソースを指示したり，方法論等を示したりするなどの指
導をおこなう。また、初級、および中級テスト実習のインストラクター体験を通して、心理査定の
実際やその教授法についての知見も深める。授業は全体で15回×２を行い、そこにフィードバック
を含める。

 [履修要件]
臨床心理学に関する一定の専門知識を有していること。

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
年間の研究計画の実施・達成状況，および研究に対するコミットメントによって，総合的に評価す
る。その他の評価は、到達目標について、教育学部の評価基準に従って行う。

 [教科書]
授業中に指示する

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
　学生が主体的に取り組むことを基盤とする授業であるため、授業外の主体的学習を中心とする。

（その他（オフィスアワー等））
『便覧』のオフィスアワー欄を参照。
授業時間以外にも積極的かつ継続的に研究を継続することが望まれる。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


